
コロナウイルス関連 公開情報取りまとめ 

～２０２０年５月１２日（火）１８時現在～ 

在サンパウロ日本国総領事館 

１ サンパウロ州 

５月１１日（月）～１２日（火） 

 １２日（火）１５時現在，州内感染者数は前日比１５８８人増（＋３％）の４万７７１９人，うちサンパ

ウロ市が２万８６８２人，オザスコ市が１３１８人，グアルーリョス市が１１２５人，サン・ベルナル

ド・ド・カンポ市が１１２２人と続く。州内死者数は同２０６人増（＋６％）の３９４９人で，うちサン

パウロ市が２４０５人。全体の致死率は８.３％，６０歳以上の死者の割合は７３．１％。感染が確認され

ているのは州内６４５市のうち４２４市（前日４１４市），死者は１８６市（前日１７９市）。入院感染患

者数は約９９００人（前日９７００人）。州内公立病院のＩＣＵ占有率は６９．１％（前日６８．２％），

サンパウロ大都市圏内は同８５．７％（前日８９．６％）。 

 １２日（火）の州の社会的隔離実施率は４７％（前日４８％），サンパウロ市の実施率は４８％（前日４

９％）。なお，同日の実施率トップは引き続きサン・セバスチャン市の６３％。 

 １１日（月），サンパウロ州政府は，州内地方自治体代表との評議会（Conselho Municipalista）の第一回

会合を開催した。同評議会には，州当局と州内各行政地域の代表都市の市長（１６市長）が参加。同評議

会では，今後，州内各地域での外出自粛規制の緩和や経済の再開に向けた議論・検討が進められる。 

 １２日（火），州保健局長の定例記者会見に同席したヴィニョリ州地域開発局長は，５月１日時点で州内で

死者が確認された市は１５１市であったが，５月１１日時点では１７７市に増加していると説明し，サン

パウロ州全域でコロナウイルスの感染が急激に拡大していると懸念を表明。同局長はコロナウイルス対策

における社会的隔離の実施とマスク着用の重要性を改めて伝達。 

 １２日（火），サンパウロ市は，バス車内におけるマスク着用義務に関し，バスターミナルにおいてマスク

着用の監視と市民への啓発活動を強化したと発表。 

 

２ マット・グロッソ州 

５月７日（木）～１２日（火） 

 １２日（火）１７時現在，州内感染者数は前日比５９人増の６０４人，うち州都クイアバ市が２１１人，ロ

ンドノーポリス市が６３人，ヴァルゼア・グランデ市が４９人と続く。入院患者数は５７人（うち３５人が

ＩＣＵ）。州内死者数は新たに２０人目（４５歳男性，高血圧症と糖尿病を患っていた）が確認された。州内

の統一医療保健システム（ＳＵＳ）に参加する州内病院におけるコロナウイルス感染患者向けのＩＣＵ病床

の空きは２１１床（占有率１０．２％），一般病床は６４４床（同１．５％）。 

 １２日（火），同州消費者保護団体（Procon-MT）は窓口対応を再開と発表。但し，電話で事前予約が必要。 

 ９日（土），クイアバ市は市公務員の在宅勤務期間を６月２８日（日）まで延長すると発表。また５月１７日

（日）までに市内バスの運行本数を７０％まで戻すとした。 

 ８日（金），同州検察はクイアバ市内の本部での窓口対応を１１日（月）に再開と発表。但し，マスクの着用

やアルコールジェルの使用，人との距離を１．５メートル以上保つ等の必要な対策を講じる。同日，同州交

通局も１１日（月）に窓口対応を再開すると発表。 

 ８日（金），同州政府は社会連帯の一環で，ヴァルゼア・グランデ市内の貧困層３５００世帯を対象に，食料

や清掃用品が入ったキットを配布したと発表。同州知事の夫人が配布に同行した。 

 ７日（木），クイアバ市は市内の救急病院（HPSMC）をコロナウイルス感染患者対応の指定病院にしたと発表。

同病院は一般病床１７０床，ＩＣＵ病床５５床を備えている。 

 



３ マット・グロッソ・ド・スル州 

５月７日（木）～１２日（火） 

 １２日（火）午前８時現在，州内感染者数は前日比人２０増の４０５人，うち州都カンポ・グランデ市が１

６９人，トレス・ラゴアス市が７１人，ギア・ロペス・ダ・ラグナ市が３９人と続く。入院患者数は１９人

(うち９人がＩＣＵ)。州内死者数は新たに１２人目（６２歳男性，ヴィセンチーナ市）が確認された。これ

までにカンポ・グランデ市で実施したドライブスルー形式の感染検査数は１６９７人で，うち３６人が陽性

を示した。ドウラードス市では１４８人のうち６人が陽性。今後，コルンバ市内でも同検査を実施予定。な

お，同州政府はこれまでの感染拡大防止策が奏功し，州内の感染者数及び死者数はブラジル国内の他州と比

べて最も少ないと説明。但し，同州の社会的隔離の実施率は他州と比べて最も低くなっている。 

 １１日（月），同州政府は公的サービス関連の組合３６団体と協議し，コロナウイルスの感染拡大に伴う影響

により，公務員給与の引上げは見送りと発表。 

 ９日（土），同州保健局はガス関連企業 Grupo Zahran より，計５万４千枚のマスクの寄付を受けたと発表。

内訳はＮ９５マスク１万３９００枚及びサージカルマスク４万５００枚。これらのマスクはカンポ・グラン

デ地域病院などで活用される。 

 ８日（金），カンポ・グランデ市は市民の運動に関する新たな取り決めを発表。自転車は他の自転車と２０メ

ートル，ウォーキングの場合は他者と５メートルの距離を取った上で許可するとの内容。また，屋内及び屋

外のスポーツも参加者が同じ住居に暮らしている人の場合には制限なく活動を認めるとした。 

 ８日（金），同州政府は５日付州政令を通じ，宗教団体の活動は必要不可欠なものと公式に定めたと発表。 

 ８日（金），同州政府は,コルンバ市内のサンタ・カーザ病院にＩＣＵ病床１０床が設置されたと発表。同市

は感染拡大防止に向けた経費として同州政府及び保健省より計２７６万レアルを受け取っている。 

 ７日（木），カンポ・グランデ市は８日（金）にゴミの分別収集を再開すると発表。       （了） 


